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　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　　　　　　　Harrisr））式を用い，葡萄糖残塞270として計算した値で
　　　　　　　　緒　　　　E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。尚矯合度Pと強度Fの関係は

電鍛が鮒子瀕の徽雌鷺耐轍・囎附　　F。。．上（倶しA，Bは慎数）
等と裕接な関係1）を膚することはi当然考えられる所であ　　　　　　　　　　P

り，一・一般に蹴合度の増大と共に之贈牲質もまた増大する　　　　であらわす婆がli腺，　Fig，1に示す様にF。PとPとの

と醤われている。高分子物質の優秀な性能はこの腐重合　　　関係は慮線関係にある。

・度といP）点にかかつているわけであるから，重合度と高　　　　延伸皮膜試料は上罷試料をヂオキサソ対氷（1：1）

分子物質の諸性質との関係を調べる製革は重要な研究分野

である。著者は「繊維素誘導体皮膜の延伸に関する研

究2）」の一環として，分別酷酸繊維素皮脚）及び分別硝

酸繊維素皮膜りにつき・，霞合度が延伸物の機械的懐質及　　　　　　50

び複屈折度に及ぼす影響を調査して来た。本報では分別

酷酸繊維素皮膜を試料として，電合度が軟化過程にいか

に影饗するか，夏にそれらを延伸した場合，軟イヒ過程が

どの・・彫響・a…かを・欄敢灘麟・よ　↑，、

獄料鍛化を醗す赫灘よつて欄した・　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　曳　験　方　法　　　　　　　　　　　凶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函

　酷酸繊維素のような高分子物質においては，軟化温度

として一般に明らかな一定の温度を示さず，定義の仕方

或は測定の方法によつて相当大ぎな開きを生ずる。従っ　　　　　　0　　　　　100　　　　200　　　　300

て撒舷の選択が艮櫓。なるカ・，結局靴していく過　　　「’deg「ee°f　P°lyme「iz漁㎜》

勲淀筋灘よD、1・t’UtSh討する。とカ・出来れ囎的　　　　　Fig・　1

に叶うわけであるから，一窺荷重下で温度を上昇せしめ　　　なる膨潤剤中にて25°Cで膨潤延伸したものである。

て試料長の変化を測定する方法を採用した。更にこの方　　　測定にはKS・式セニメーターに電気加熱器を取付け

法は極めて少燈の試料で間に合うこと，軟化して行く過　　たものを用いた。加熱速度は結果に相当の影響を与える

程をも知り偲ること，無延伸物，延伸物を間わず，また　　　ので，5°C／皿in・に成可く一定にした。実験は2°C～5°C

繊維，合成樹脂何れにも適用でぎること等種々の利点を　　　おきに試料長の変化を読みとるわけで，同様の実験を5

持つている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本乃至10本の試料にっいて行い，方眼紙上でその平均と

　原料のアセトン可溶性第二次酷酸繊維禦）（大日本セ　　　しての曲線を画いた。従つて実験数値は特に断らない限

ル戸イド新井工場製，酷化度：53・4％）は2回に渡る分　　　り，夫々の温度における得られた数値の平均ではなく，

別沈澱によつてTable　1に示す様な諸性質の斉試料に　　　上の意昧の曲線から適当間隔の温度に相i当する数値を求

分別され，之等夫々より皮膜を作製し試料片とし以後　　　めた値である。尚原憂は荷重負荷前の値であり，伸長率

の実験に供したQTable　1に於ける電合度はSook双e　and　　　は此の値に対する百分率である。
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Table　l　　Various　Properties　of　Fractionated　Cellulose　Acetate

No，　of
rample

Yield
i％）　　　　㌦

Intrinsic　　　　Degree　of
@　　Viscosity　Polymerization
kη〕（100ml／霧）　　　P

Tensile

@　　Stre螂h
рｭ9／mm2）

Elongati。n
@　　（％）

Youn竃！s
@　　　Modulus

ik9／mln2）　　　　　　　　　　　「

一

Original

Fr．1No，2

Fr．2No．2

Fr．3No．1

Fr．4No．1

Fr．4No，3

Fr．5No．1

100

9．4

12．5

18．8

8，8

5，9

1．2

1．42

2・080

1．666

1．372

0．965

0，762

0．657

1　　　　111　　　　　　6．2

　　　　　96　　　　　　5．2

158＊　　1　　　　　　　7．9

　　　：
304・　　　　　　　　　15，1

243　　　　　13．9
200　　　1　　　　　　　12．8

　　　i
139　1　　　　9．　8
　　　　

1　15・6

1

22・2

19．　8

18．9

12．9

11．3

7．5

117

128

126

123

126

117

85

＊；This　was　calculated　from　Km＝9×1．O－4　in　Standinger！s　Law．

Table　2　　「i｝he　Cha㎎es　of　Elongation（％）of　FractiQnated　Cellulose　Acetate　Films　undex

　　　　　　lk霧／m皿2　Load　by　Temperature　Change

Temperature

　　（°C）

100

120

140

150

160

170

180

190

200

205

210

215

220

225

230

235

240

245

250

255

Original

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　Polymerization　　　Degree　　　　　　　　　　　I　Cellulose　Acetate
　　　　＿．＿國＿皿臨．旧＿、＿＿｝＿＿圃一i．．圃r』＿＿＿．＿．．．＿」．＿＿一＿『．＿＿』』＿＿．＿＿．＿．＿．‘tr』．．．＿罰1．＿r、．，．r．，　＿［．．「＿＿、．＿「「』r．『．．．「　　　．r　I

P－…tp－・39！・一…ip－…lp－・・剰肱ment

o．11　0．1

－　　　　　0，2

0，2　　　　　0，3

0，3　　　　　0．4

0・5　1　0・7

0・9　i　1・1
1．3　　1　　1．5
　　　1
1，9　　1　　2．2
　　　i
3，2　　i　　3・5
5．、41　5，7

　8．　O

　IO．5

　15．5

　22．2

　75。4

．＞100

　8，4

11，6

16．4

27，9

＞100

　0，1

　0．2

　0。5

　0，8

　1．6

　3，1

　4，4

　6．3

　8，5

10．3

12．9

20．8

49、7

＞100

　　0．1

　　0．2

1　　　　一

　0、4

　0，6

　0，8

　1．4

　2．3

　3，3

　4，9

　6．9．

　9．1

11．7

14．8

21．5

67．8

＞100

O，　1 0，1

　　1
　　　　　　　　　　　　　　　rfバ

　　！

0．3

0．5

0，8

1．3

2．2

3，5

4，7

6，0

8．2

10，8

0．2

0．4

0．5

0．7

0．9

1，4

2、9

3．8

4，3

6．1

14・1　　　8．0

28。9　　　　　12，5

＞100　　　　　　32，7

　　　　　＞100 i

0．1

0．　2

0．4

　0．6

　1．0

　1．5

　2，2

　3．0

　4，2

　5．6

　6．9

19．4

67．6

＞100

　　　　　　　　実験結果　　　し第駒轍の欄糠“艇伸皮騰、、、／

上述のYi．taによっ七得られる曲繍劫口えられる荷重の　Mm2の櫃下で，温度F一ヒ昇によるイ帳率の変化を測定

大・Nこよつて相当異る傾向をmすものと考えられるが・　した。その結果をT・b1・2に示す。何れの重合度の場

之については前報に於て未分別酉｝搬繍縢皮膜で同様の　合にも，伸長率職温度附近から急激に増大している。

実験を行い，急激に伸び始める温度は荷重が小さい程高　　　本報に於ける様な軟化過程の測定に於ては，伸長するに

温側にあるが，曲線は何れも同じ傾向の線である事を示　　　徒い単位断面積当りの荷電が増加するために，かかる傾



　　　　　　　　　　　隅田1分別酉撒繊維素皮膜の卿1！が軟化過細ζ及ぼす影軸こつい一（　　　　　i3s

向が顕著になるものと思われる。舟僑〔Dはポリビユルア　　　る。しかしその差は大きくはなく，特にTable　1及びFig．

ルコール皮膜の同様な実験に於て，延伸によつて耐熱憐　　　1の様に魔合度の増加と旗に引張・り強度が相当向上する

が顕著に向上するため，適当の荷電下では曲線が高温側　　　から，高電合度のもの程相対的に荷羅が’J・さいことにな

に屈曲していくことを認めているが，酷酸繊維素の場含　　　るオ）けであつて，之を考慮すると霞合度による軟化温度

僅かの伸長によつて顕著に耐熱1生が向上しない繍果，そ　　　の変化は僅かであり，それも重合縫の低いものにっいて

の様癩向は全然・渤られなカ・つた・　　　　　であるということが出来る．鯵考のため曙撒稲1尋

　Table　2より飛合度の増加とり辱に軟化温度（或は顕著　　　（大研本セルロイド製）についても同様の雲験を行いそ

に伸度の出始める温度）も上丼していることが誌められ　　　の結果をTable　2にあわせて漁した。

Table　3　The　changes　of　elongation　of　the　2　tinユe嘗　stretched　fiims　of　fractionated

　　　　　ce11ulose　acetate　under工k窪／瓜m210ad　by　tempera七ure　change

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Stretched　ill　Swelling　Agent　at　25ΩC）

・・m，，，、tu，，　．．1　、　P・lyme・i・・…nd・g・ee・

（L］C）

Or1慕ma1

230

235

240

245

250

255

260

265

　　　　］150　　　i　　O．1

160　　　1　　　－

170　　　1　　0．2
　　　　L
180　　［　　－
190　　　i　　O・4

200　1　0・6
205　　i　O・　8

210　　1　　1．2

215　11．8
220　1　2．6
　　　　F225 @「　4・0

　　5、5

　　8，　6

　18，4

　46．　2

（breaking）

…　・… 奄o・：・3・1・一…！・一…1画菰’－

0．1

0，2

0。　3

0，5

1，1

2．0

3，2

45t　　　　　　　　　　’

　　　16．0　　1　　1．2

　　9．1

　16．　6

　39．　5

（breaking）

O，1

0．2

0．4

0．　6

08

　　1．7

　　2，6

　　4．2

　　8．3

　15．4

　57・8

（breakii）g）

　　0．1

　　0．2

　　0．3

　　0．5

　　0，7

　　0．9

　　1．3

　　2。1

　　4，3

　10，3

　25・2

　90．6

（breaking）

　o，1

　0、2

　0，3

　0．5

　0．8

　1．1

　1．7

　3，6

　8，0

39，4

＞100

　0、1

　0．2

’O．4

　0．6

　1，0

　1．8

　3．3

　8．4

44．7

＞100

　更にTable　3に分別酷酸繊維素皮膜を夫々2倍に膨　　　したものにっいて，電合度が軟化過程にいかに影響する

潤延伸した皮膜につき1kg／MmL，の荷重下で軟化過程を　　　かを，一一定荷重下，温度上昇による試料長変化を測建す

調べた結果を示した。Table　3よりも重合度による軟化　　　る方法によつて検討した結果，霞合度の逆数と強度とが

過程の変化は無延伸物の場合と全然同一であることが分　τ醐関係にあるtt9を考慮して，低重鍍部分で僅かに影

る。只低重合度のものでは100％迄（原長の2倍）伸長　　　響が存在し，重合度が高くなると軟化過程の差が殆んど

せずに途申で靭断して了うが，高電合度のものでは100　　ない様である。

％以上伸長し得る所が異っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　献

　　　　　　　　総　括　　　　・）H．・．。＿．，M，11，。，。tilb，，，，　18，　、8、（、9、7）

分別酉職繊糠皮膜撫延伸のまま・及び2倍に延伸　　長　野・欄瞠会誌，1，385，　or4e（1951）
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